
【13】 

テーマ「人間関係づくり」 

タイトル「保護者としてどうする？」 

 

【学習のポイント】 

○いじめの未然防止や解決につなげていくために、保護者が出来ることを主体的に考えるとと

もに、日々実践しようという意欲を高める。 

 

【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１０ 

 

（４） 

 

 

 

（６） 

１ 本研修会のねらいや進め方の

説明をする。 

①ファシリテーター自己紹介 

②研修の目的、本日の流れの説明 

③話合いのルールの確認 

 

２ アイスブレイクをする。 

「ペア・コミュニケーション」 

①ルールの説明する。 

②ペアになり、話す役・聴く役を

決める。 

③お題をもとに自己紹介を含めて 

順番に話す／聴く。 

お題「子どもの頃に食べた給食で 

心に残っているメニューは何で 

すか？」 

 

 

■本研修会のねらいや進め方に

ついて説明します。 

 

■ルールの参加・尊重・守秘に

ついて説明します。 

 

■「話す役」は１分間お題につ

いて話します。 

 

■「聴く役」は相手の話をしっ

かり聴きます。 

 

■各班全体で同時に進めていき

たいので、時間はファシテータ

ーが計ります。途中で役割を交

代しないでください。 

 

 

◆レジュメに、研

修の目的、学習の

流れを記載する。 

◆ホワイトボー

ドに話合いのル

ールを書いて（貼

って）おく。 

◆あらかじめ、班

の数は均等（３の

倍数）になるよう

にし、事例を貼っ

た模造紙をグル

ープに配布して

おく。 

展開

１ 

１０ 

（３） 

 

 

 

 

 

（７） 

３ チェックシート「これってい

じめ？」について考える。 

①資料について個人で考える。 

 

 

 

 

②記入したことについてグループ

で話し合う。 

 

■一人ひとりの「いじめ」に対

する考え方、捉え方には違いが

あります。資料『これっていじ

め？』を読み、もしあなたがこ

のような場面に出会った時、ど

う考えるのかチェックしてみて

ください。 

■考えたことについてグループで

意見交換をしてみましょう。 

■次はみんなで１つの事例につ

いて考えてみましょう。 

◆資料「これって

いじめ？」を配布

する。 

－１－ 



展開

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

（２） 

 

 

 

 

（１５） 

 

 

 
 

（１５） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（８） 

 

４ 事例「保護者としてどうす 

る？」について考える。 

①事例「保護者としてどうする？」

を貼った模造紙を配布し、ファシ

リテーターが読み上げる。（関係

図を前に掲示） 

②グループごとの立場（加害者、

被害者、傍観者の保護者）になり、

どのように行動するかグループで

話し合う。 

③グループで話し合ったことを発
表する。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④再度、事例についてグループで

考える。 

 

 
 
 
 
 
 
■それぞれの立場としてどのよ
うに行動するのかグループで話
し合いましょう。また話し合っ
たことは模造紙に書きましょ
う。 
 
■同じ立場の別のグループ、ま
た違う立場のグループではどの
ように考えたのでしょうか。グ
ループで話し合ったことを発表
しましょう。また発表されたこ
とは模造紙に記録（メモ）し、
他のグループで話し合われたこ
とがわかるようにしましょう。 
 

 

 
 
 
 
 
 
■違う立場ではもちろんのこ
と、同じ立場で考えたグループ
でも違う意見があったのではな
いでしょうか。発表を踏まえて、
事例についてもう一度グループ
で意見交換をしましょう。 
 

 
◆グループごと
の立場はあらか
じめ決定してお
く。 
 

 

◆模造紙に直接
書きこませる。 
 
 
 
 
◆設定時間に応
じて発表グルー
プを調整する。 

展開

３ 

２０ 

（１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 

 

 

 

５ いじめの未然防止等に向けて

考える。 

①「いじめの未然防止や解決に向

けて大切にしたいこと（子どもと

保護者が一緒に出来ること）」に

ついて話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ギャラリー・ウォーク 

■ここまではいじめの対応につ
いて考えました。ここからはい
じめの未然防止について考えま
す。テーマ「いじめの未然防止
や解決に向けて大切にしたいこ
と」を考えていただきます。 

 

■いじめの未然防止や解決に向
けて、大切にしたいこと（子ど
もと保護者が一緒に出来るこ
と）について大切にしたいと思
うことを話し合いながら模造紙
に書きましょう。 

 

■他のグループで考えたことを
見て回りましょう。 

 

◆模造紙に直接
書きこませる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆ギャラリー・ウ
ォークで今後取
り組みたいこと
を決定させると
よい。 

※同じ立場の別のグループ、また違う立場のグループではどのように考えたのかを
情報交換（グループで半数ずつ）してもよい。 

【情報交換を行う場合のホワイトボード等への記入例】 
１.同じ立場の別グループへ（半数・５分）２.持ち帰り、グループ共有（２分） 
３.違う立場のグループへ（残り半数別々のグループへ・５分） 
４.持ち帰り、グループ共有（３分） 

－２－ 



ま 

と 

め 

１０ 

（５） 

 

 

６ まとめ 

 ※グループで話し合ったまとめ

をいくつか紹介する。 

※良い話合いが出来ていたこ

と、考えていただいたことを

行動にうつせば、いじめの未

然防止や解決に向かうことが

出来ることを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ ふりかえりシートの記入 

 

■いじめは重大な人権侵害であ

り、どんな理由があろうと、「い

じめられても仕方がない」人間

は一人もいません。 

■「SOS を出していいんだよ」

「相談していいんだよ」「一人

で抱え込んではいけないよ」と

いうことを絶えず伝え、話しや

すい環境や信頼関係を築いてお

くことが重要です。 

■いじめの未然防止も解決も家

庭・学校・地域が良好な関係を

つくり、日頃から子ども達の様

子をしっかりと見ておくことが

大切です。 

 

◆いじめている

子どもも傷を負

っているケース

も少なくない。な

ぜいじめに走っ

たか、どうすれば

やめられるか、い

じめている子ど

もに対しても共

感的に受け止め、

一緒に考える姿

勢を大切にした

い。 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５） 

【事例】       「保護者としてどうする？」 

体が小さいことで同級生のＡ・Ｂにからかわれている小学校３年生のＣ。同級生のＤは、はじめは

まわりと一緒に笑っていたが、最近はこのままでいいのかとＣのことが気になり、そのことを夕食の

時に家族に話した。 

次の日、授業参観後の学級懇談会が終わってからのこと。担任は、ＡとＢがＣをからかっていると

ころ見たので注意したとＡの母親に話した。また、担任はＢ、Ｃの保護者にもこのことをそれぞれに

話した。 

その日の夜、Ｃは学校での出来事を思い切って自分から先に家族に話した。 

※加害者…A・B  被害者…C 傍観者…D 

関係図 

 

           連絡 

        連絡 

 

    連絡 

                                  相談 

                             どうしよう？ 

                    からかい 

                 

                  相談 

 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｄの家族 

担任 

Ｃの保護者 

 

Ｂの保護者 

Ａの母親 

 

 

Ｃの家族 

－３－ 



～模造紙記入例～ 

 

 

【チェックシート】     「これっていじめ？」 

○以下の場面は、いじめでしょうか？いじめではないでしょうか？ 

Ａ：特定の子どもの発言に対して「笑う」「ばかにする」言動が見られた 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｂ：下校時に友だちのかばんを持っている 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｃ：家で学校の様子について話さない 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｄ「もしも私がいなくなったら」というような「もしも話」をする 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｅ：自分ができることでも友だちに頼む 

いじめがある・いじめがない・分からない 

 

 

事例 

 

 

 

 

 

・○○者の保護者 

  ※同じ立場の他のグループの意見を記録 

・●●者の保護者 

※違う立場のグループの意見を記録 

・△△者の保護者 

  ※違う立場のグループの意見を記録 

 

「○○者の保護者」   

～記入例（加害者の保護者）～ 

・本人に話を聞きます。本当の話なら注意します。 

・「いじめ」という程でもないんじゃない？ 

・他の加害者のお家の方と話し合います。 

・被害者のお家の方に謝罪の電話をします。 

「いじめの未然防止等に向けて」 

～記入例～ 

・気になることがあったら相談する。 

・子どもの話をよく聞く。 

・学校行事に積極的に参加する。 

体が小さいことで同級生のＡ・Ｂにからかわれてい

る小学校３年生のＣ。同級生のＤは… 

－４－ 


